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市民憲章の制定についてなど
12議案を可決・同意

一一一般会計補正予算3憶2，727万円一一

|19月定例市議会 11

第173回9月定例市議会は、 9月12日招集され、会期を22日までの11日間と

定め、市長の施政方針演説があり、理事者から提出の議案12件を原案どおり可

決・同意いたしました。また市民の皆さんから出されました請願・陳情は別掲

のとおり決め、最終日には議員提案による「元号の法制化に関する意見書Jr老

齢者医療保障制度の抜本改革に関する意見書」の2件を賛成多数で可決いたし

ました。

品、仏大野市民憲章、弘之忘れ日仏れ…

l.みずみずしさあぶれるまちに

私たちは、美しい自然を守リ、豊かな郷土をつくります。

2.小さな芽力可申ぴるまちに

9月定例会審議日程

12日 本会議 (会期の決定、議案一

括上程、提案型由の説

明)

休会13日-17日

本会議 (寸 生質問、手十三案件委

員会付言毛)

委員会(建設・産業経済常任)

私たちは、伝統を受け継ぎ、新しい文化を育てます。

3.大きくはばたくまちに

私たちは、働くことに喜びを持ち、郷土の発展につとめます。

4.あたたかい心のかようまちに

委員会(教育民生・総務常任)

本会議(各委員長報告、質疑:

b、
ヱス休

討論、採決)

私たちは、健康で幸せな家庭をつくリ、親切の輪を広げます。

5.明るくやすらぎのあるまちに

私たちは、まちづくりに進んで参加し、

住みよいまちを築きます。

万円。ほ場整備補助1，543万円の追加。

農道県工事負担金859万円の追加。林道

樹寺修繕工事200万円の追加。六呂飾駐

車場舗装補助200万円。道路補修工事

300万円の追加。 道路改良工事4，754万

円の追加。道路舗装工事627万円の追加。

魚見矯解体工事46万円。上亀山橋改良工

事695万円 (老人惣いの広場前)。南部第

二土地区画整理事業調査県負担金380万

円。善導寺川下水路河床整備200万円。

有終南小建設予定地平面計画作成委託
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大野青年の家敷地造成工事1，560万円

(中野地係)c有終南小建設予定地騒音調

査委託97万円。 地下水対策費139万円

(i青滝川の水を市街地へ流す木本水路改

良工事)。 社会福祉協議会補助400万円

(老人福祉センター備品購入)。老人福祉

センター建設l億5，012万円。し尿処理

場建物防水工事150万円。 米品質改善管

理センター設置事業補助728万円 (市農

協)。集落生活改善センター設置事業補助

450万円(上日佐野)。市単土地改良工事475

義経毒薬務

V昭和53年度大野市ー椴会計補正予算

今回の補正では、 3億2，727万4，000

円を追加して、 63億6，864万3，000円と

なりました。

補正の主なものは次のとおり。

〔歳出〕

退職手当組合特別負担金695万円。県立
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100万円。乾側小備品購入700万円。尚

徳中通路舗装および側溝改修工事270万

円。中部日本スキー大会補助130万円な

号35 第
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答 県か福井臨海工業地帯への企業M前文

に首労しているのをみても、当iJiの場合

も非常にl本|婚な一事業と思う。しかし当市

は内I~I\'Jの余業を誘致することが紋過で

あリ、県と競合することはないと思う 。

県・ kt[に対し安一請もし努力もしているヵ、

今後も立伝活動を活発にし、広カ、光州に

立って努力してL、く決意である。なお、

塚原の用地については、今後とも農村地

域工業導入地区ということで努力してい

ど。

〔歳入〕

市税9，994万円。介担金及び負担金267

万円。県支出金4，279万円。寄付金4，480

万円。繰入金5，000万円。繰越金4，852

万円。市債4，000万円など。

司F大野市老人福祉センター設置条例

「老人に健全な憩いの場を提供し、心

身の健康と福祉の増進に資するため、大

野市老人福祉センターを設置する」もの

で、場所は亀山西側のあかね川沿いの地、

管理運営は大野市社会福祉協議会に委託

する。
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施政方針の中の
新しいまちづくりの
考え方について人権擁護委員候補者

推薦に同意

きたい。

市長は施政方針の中で、公平なる市

政、清潔なる行政、心のi通い合った愛情

ある市政の3つの柱を抱げ、それを土台

にして情豊かで安らぎのある新しいまち

づくり仇を進めていきたいと述べている

が、新しいまちづくりについての具体的

な考え方を伺いたし、

答豊かで安らぎのある新しいまちづく

りとは、大野市政カ、いろいろな面で立ち

問

|ナイター設備の ! 

! 増設についてl

53年度に陽明中グラウンドにナイタ

一設備を設置する計画になっていたと思

うが、今回の補正に計上されていないの

はなぜか。

答陽明中のナイター設備については、

今年グラウンドをも引精して来年度実施す

るつもりである。引き続いて55年度に尚

徳中グラウンドに設置したいと考えてい

問

遅れているので、これを県の行政水準に

もっていきたいということで-ある。また

市政の内部にもいろいろヒスミヵ、生じて

おり、不均衡もあるのでこれを是正して

いきたい。また新しいまちっくりとは、

今後当市を近代都市として生活環境の整

ったまちにしていきたいということて、あ

り、若い人々が大野市に定着するように

安定した企業、 1動く場所をつくることが

必要であるので、企業誘致に全力を挙げ

ていかなければならないと考えている。

主治 (明治36.4.12生)

大野市野中第9号17番地

工場誘致用地として、ニッセキハウス

を誘致すべく確保したが、進出を断念し

たため、市が今後の工場誘致用地として

購入するもので、面積155，770m'(47，1

21坪)金額1億7，435万8，186円である。

V寄付金の受入れについて

大野市老人福祉センター建設資金とし

て、大阪相互タクシ一株式会社社長多田

清氏から8，000万円 (53年度4，000万円

54年度4，000万円)、また備品整備費と

して、大野建設業会会長兼井藤波氏から

1，000万円(53年度300万円、 54年度350

万円、 54年度350万円)をそれぞれ寄付

されたもの。

国

V土地の取得について

山

る。意見書を議決
政府関係機関へ提出

職業訓練校の

誘致についてl 工聯置…
問雇用情勢の厳しい中で、労働者の職

業技能修得のために、職業訓練校を奥越

に誘至交する考えはないか。

答現在当市には福井県高等職業訓練校

の分校として、市民会館で週2回建築関

係の訓練校を開設している。職業認l練校

問 ニッセキハウスの進出断念、を受けて

新塚原の土地取得の議案か提案されたが

この土地はあくまで工場用地として使用

し、他に転用してはならない。また早急

に安定成長型の工場を誘致すべきである

と考えるが、市長の所見を伺いたい。

定例会最終日の9月22日に意見書

が上程され、審議の結果賛成多数で

可決されました。意見書は政府はじ

め関係機関に提出し、早期実現を要

請しました。(本文略)

・元号の法嗣Mヒに関する意見書

.老齢者医療保揮制度の抜本改

革に関する意見書
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は福井、武生、敦賀、小浜に設置されて

いるが、当奥越地方にはないので、今後

県当局に対して要望していきたい。

勤労者生活安定資金の

ワクの拡大について

間 引き続く不況でサラ金 (サラリー7

ン金融)が大きな社会問題となっている

中で、 当市は勤労者生活安定資金制度を

労働金嘩と協調して実施し、市民にl順調

市議会報大野 第 35 号 (3)

一一 10月臨時市議会一一

老人福祉センタ一新築工事
告主
員同 負 契約可決

第174回10月臨時市議会は10月16日招集され、会期を1日限りと

定め、理事者から提出の議案|件を可決しました。

議案の内容は次のとおりです。

な融資をしているが、資金ワクカ、少なく f...工事請負契約について で昭和54年3月31日までに完成予定。鉄

なっている。不足した場合には補正勝!，、: 大野市左人悩全rIセンタ一新築工事を 1 筋コンクリート 2階建、延面積1，057.5

たいと思うが、どうか。 ~ f.i7:3， 200万円で請負契約を締結するもの 川、建築工事、給排水衛生設備工事一式。

答 労働金庫の融資5，000万円に対してい~

市が必の2，500万円を無手1]-(でf((託して

し、る。すでに貸付金の返済期に入ってい

るので、この返還金を貸付けに回すよう

労働金庫と現tt:話し中である。なお、今

後さらに予算獲得に努め、資金ワクの拡

大を図り年末の需要に対処していきたい。

奥越の閉鎖性

打開について

L、かなければならない。また、国道157・

158号線の柊備も緊急の課題であり、こ

れらについて今後とも凶・県に強力に働

きかけていきたい。

富田地区に | 

公立保育所建設についてl

問 富田地区の中央部に保育所を建設し

て欲しいとL、う請願書が提出されており

公聴会にも幾度となく要求されている問

題であるが、どう対処するのか、方針を

伺いたい

答 定員数の関係から入国できない児童

については、私立保育園の増設や新設、

あるいは公立保育園の改築に伴う定員増

などで、ここー・ 二年のうちには解消さ

れると思う。しかし富田中央部について

は、地理的な関係での入国希望者もある

と思量されるので、阪谷地区を含めて検

討したし、。

問 児童福祉法施行令第11条によると、

公立保育所に入所させるのが原則であり

この点からも富団地区に公立保育所を建

設願いたいと思うが、再度市長の決意を

伺いたい。

答経済の情勢や過疎の問題など十分実

態をは握してみなければならない。定員

60名以下では開設も認められないし、既

に荒島保育所も設置されているので、い

ろいろ検討を加え前向きの姿勢で考えて

いきたし、。

舗装に伴う

地元寄付金について

問市民は道路の舗装を望んで、おり、請

願・陳情の主なものはこれに類するもの

である。市は舗装に際して地元寄付金を

受けているが、これを早〈廃止する考え

はないか。新しい市長の見解と方針を伺

し、fこし、。

答基本的に好ましいことてないので、

他市においても順次廃止されつつある。

しかし、まだ負担金、寄付金などで徴し

ている市も 4市ある。地方財政法上から

も好ましくないので、段階的に廃止して

いきたい。

問奥越の閉鎖性を除去するため、近代

交通網を整備すると公約されているが、

閉鎖性を除去するための方策として最も

緊急を要するものは何か。またこれを全

面的に解消するための今後の手立てにつ

いて所見を承りたい。
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答打開するための具体的な方法は、極

めて多種多様にわたると思う。閉鎖性の

一つは市民の意識の問題で、教育や文化

の交流によって解決していかなければな

らないし、一つは生活環境の改善であり

中京との交通を整備していくことである。

特に越美北線はまだ全線が開通していな

いので、一日も早〈全通すべ〈努力して

縫酪踊齢
L川~"九にm、1勺叩.二コ:古βT示悦ト怜川耳~_~:5吋f子ヂ示持.五4与砂:::宅... 

j滅;綴烹穏素委

各委員会のおもな要望・意見など次の

とおり

-産業経済委員会

工場誘致について。産業構造を改革し

若人の喜んでf主めるまちづくりを目指す

当市にとって、企業の誘致を図ることは

当面の最大の課題である。しかし福井臨

海工業地帯の現状や円高不況の経済情勢

から考えて、最も困難な問題であるので

全力を挙げて取り組むべきであるとの強

い要望があり、関東、関西の財界に活躍

中の多数の当地出身の方々と定期的な話
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し合いの場を持つことなど、ふだんから

の交流が必要である。また、当市を紹介

するパンフレットなどもある程度立派な

ものにする必要があるのて、はい、かなど

の意見が述べられた。

-教育民生委員会

老人福祉センター建設については適正

な発注、早期着工、期間内完成を期すと

ともに、管理、運営についても当初から

市の基本姿勢をはっきり打ち出し、 社会

福祉協議会と十分な協議を行って万全を

期すよう要望した。

請願24号公立保育所の建設については

荒島保育所ならびに幼稚園との関連、地

域的な問題等種々の問題について、その

実態を的確に掌握し、 十分検討する必要

があるので、なお慎重な審査を要すると

して継続審査とした。

・総務委員会

①県立青年の家の造成費について。施設

の乏しい当市にとってはこのような県有

施設を誘致することは必要なことであり

近隣の市道整備、水路改修などに協力す

べきは当然で、ある。しかし、敷地の造成

という建築そのものにかかわる経費を、

市が負担することは不合理であり、 今後

の交渉に当たってはき然たる市の態度が

必要であると指摘きれた。

告漸塚原の土地の取得について。本件は

工場誘致用地として新塚原の47，121坪

の広大な土地を取得しよ うとするもので

あるが、まだ確定iRIJ量がなされておらず

今後面積の変更が予想されるが、大幅な

変更は認められない。また、これからの

管哩上に種々の問題が派生することが予

測されるが、土地の境界を明確にして、

これらの問題に十分対処できるよ う万全

の措置をとっておくことを強〈要請した。

-建設委員会

①道路維期制l多費について。補正後の総

額は前年度に比して200万円少ない。し

かも早急に補修を実施しなければならな

い危険箇戸肋、相当多〈見受けられるので

今後の補正において特段の四回春、を要望し

た。
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②水道課、土木課の校術者不足について。

3月定例会の委員長報告で指摘したにも

かかわらず、今なお人員増が行われてい

ないことに全委員から強し、不満の意が表

明された。水道諜においては大事業に着

手したが、今後十分な管理監督ヵ、出来な

いのではないか。また土木課においては

改良、 舗装に追われ、道E喜字削I~はほとん

ど行われていないとのことであり、これ

ら技術おの不足が事一業執行に支障をきた

しているのではないかと愛l春、されるので

その実態を的権に掌握し、早期に人員増

を行い、執行に万全を期すよう要望した。

市民か ら提出 さ れた請願 陳情

採択されたもの

番号 {牛 名 f是 出 者

請願17 善導寺川の清掃修復について
中荒井町J2丁目区長

山安光成

請願18 市立博物館建設について
博物館建設il，備安員会

会長 斉藤秀株

請願HJ 下庄公民館の移転改築と内谷充 下!主公民館改築促進期成同盟会
l実について 会長四万率qI

請願20!市道の一部変更と舗装について
小矢戸区長

川端正毅外8名

請原員21 排水路の盤備について
月美町民長

有沢正次外 135名
一 .ーー.

請願22 保育行政について
私立保育凶l保護者会

代表 鳥山 若手リl、

請願23 元号法制化促進について
神道政治連盟福井県本部

本部長 宮川 基

請願13 市道編入について
阿難十且領家
区長 久保信男外28名

陳情20
酪農団地被災者復興後助方につ 新興酪農生産組合
いて 代表理事 村西幸一

陳情21
借入資金等に対する助成につい 大野織物工業協同組合
て 理事長 斉藤 政雄

陳情22!一 借入資金等に対する助成につい 福井県丸編メリヤス協同組合
|て 理事長 :l:HlI吋 弘明

陳情23 側溝の改良について 弥生町区長 前附 Jlj外11名

陳情24 側溝の改良について 弥生町区長 前出 .f1j外56名
， 

陳情25 市道の舗装について
中荒井町 2T目区長
! 夜安光成

陳情26 1則携の改修について 泉町 l区長 中出繁三郎

陳情27|市道の拡幅と融雪溝について 下呂下2区長 安川 龍男

継続審査となったもの

請願24 公主保育所の建設について
富岡地区区長会長

松田 庄二外3団体

請願15 市道への昇格について 菖蒲池区長 石田 稔外5名

陳情28 市道l三昇格編入について 蕨生区長 中山 気一

陳情13 し尿j及取り料金改正・冬期料金
|新設について

大野衛生設備KK
木下 登外5名

陳情16 有終南小学校建設I也について
春日一丁目上区青年会
代表佐々木牧男外4名

陳情17
北部都市区画整理事業進捗に伴

新栄町区長 和歌 芳成
う地番設定について

陳情19
有終南小学校移転改築等につい 移転改築問題期成同盟会
て 会長 長谷川敦男外2916名


